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鉛直地震計アレイ観測網（V-net）のみで検出された深部低周波微動活動
Non-volcanic low frequency tremors only detected by vertical seismic array network (V-
net)
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産総研では平成 18年度以降，東南海・南海地震予測を目的とした新たな地下水等総合観測点を西南日本に展開してい
る．我々はこれまで，各観測点に設置されている 3深度の鉛直地震計アレイ（鉛直地震計アレイ観測網：V-net）の波形
記録を使い，高感度で深部低周波微動（LFT）を検出できることを示してきた (Takeda et al. 2010等)．本研究では，多く
の LFT活動のうちエンベロープ相関法等ではほとんど検出されていないが，V-netで有意に観測された活動の様子につ
いて報告する．
西南日本における１日以上継続する大きな LFT活動は，３ヶ月～６ヶ月の間隔で繰り返し起きている（e.g. Obara 2010）．

これらの活動の様子は，エンベロープ相関法や，気象庁一元化震源リストの低周波イベントにより確認できる．ここで
はこれらの活動をメジャーエピソードと呼ぶ事にする．一方，V-netを用いたセンブランス解析による LFT検知（鉛直地
震計アレイ検出：VSAD）では，観測開始から約２年半の間に，上記の LFTメジャーエピソード以外にも１日以上継続
する活動が数多く観測されている．その継続時間はメジャーエピソードに匹敵し，長いものでは１週間程度続くものも
ある．また，これらの活動中は，エンベロープ相関法等で LFTの震源決定はほとんどされていない．言い換えれば，メ
ジャーエピソードに比べその活動中の地震波エネルギー放出量は極端に小さいと考えられる．

VSAD法のみでは LFT震源位置の特定は困難である．しかしV-netの複数観測点で同時に検知される場合があり，大ま
かな LFT活動域の推定ができる．その結果，これらの活動のいくつかはこれまで LFT活動が少ないとされていたギャッ
プ領域で起きていると推定された．
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